








要約 1981 年より 1988 年末迄の CAPD 療法開始症例 27 例中、現在われわれの施設で管理

している 11症例についてみると、全例の平均年齢は 7.9 歳である。その社会生活の内訳を

みると、乳児 1例、小学生 8例、中学生 2例、在宅教育 1例である。全例の生活状況は、

腹膜炎罹患等の闘病期間を除けば、ほとんど支障なく家庭および学校での生活を送ってい

る。かかる実状からすると、小児期腎不全症例の CAPD 療法による管理は学童期では合併症

のコントロールさえ良好であれば、health related Quality Life のスコアはかなり良い

ものと考えられる。しかし、乳幼児では精神運動発達の評価、指導がきわめて大切で、近

い将来成長に伴う社会・心理的問題が生じてくる可能性が多々あるものと考えられた。 

CAPD は慢性腎不全患者の社会復帰を促がし、しかも彼等の health related QOL を高める

点では一致した評価を得ているが、その現状を確認することが CAPD 医療の質をさらに高め

る上に極めて重要なことと思われる。当院で導入した症例は 27例で平均年齢は 7.9 歳で、

現在、フォロー中の症例は11 例である。今回、それらの患児について社会復帰状況を調査

し、種々検討を加え 2、3の知見を得たので報告する。 


